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日本遺産『「伊丹諸白」と「灘の生一本」下り酒が生んだ 銘醸地、 伊丹と灘五郷』 

樽廻船による下り酒のストーリー再現を実施 

 

阪神間日本遺産推進協議会では、令和２年６月に日本遺産認定を受けた『「伊丹諸白」と「灘の生一

本」下り酒が生んだ銘醸地、伊丹と灘五郷』について、地域の魅力的な文化財及び観光資源を国内外

に発信しています。今回、その重要な構成要素のひとつである「樽廻船と下り酒」を再現するため

に、実際に神戸から樽酒を積んで船（ヨット）で東京まで運びます。神戸での出発、東京での到着、

航海の様子は、当時の資料とともに映像コンテンツを作成して、広く情報発信を行います。 

 

１．樽廻船による下り酒のストーリー再現について 

■再現の航海について 

期間：令和３年 11月 23 日（火曜・祝日）神戸発～11 月 28 日（日曜）東京着 

船 ：セーリングヨット（船舶の長さ 11.98m、総トン数 8.5 トン） 

船員：NPO 法人須磨ヨットクラブ等２名 

 

 ■出発式について 

日時：令和３年 11 月 23 日（火曜・祝日）10:00～11:00（予定） 

場所：中突堤南側岸壁 

内容：挨拶（久元神戸市長、石井西宮市長、嘉納灘五郷酒造組合理事長 ほか）、

メッセージ菰樽・酒樽の積込み、こどもからのメッセージ、酒造り唄、

出航見送り など 

※メッセージ菰樽について 

 今回の樽廻船による下り酒の再現にあたり、神戸・西宮から東京の人たちへ

のメッセージを書いた菰樽を船に乗せ、灘の酒とともに東京へ届けます。 

※船は須磨ヨットクラブが主催する須磨ヨットハーバーでの同日 8:00 の出港

式を経て、出発式に登場します。 

 

■到着式について 

 日時：令和３年 11月 28 日（日曜）13:00～14:30（予定） 

場所：竹芝地区船着場付近及びメズム東京 

内容：出迎え、樽の荷下ろし、挨拶（今西神戸市副市長、長部灘五郷酒造組合副理事長 ほか）、 

鏡割り、振る舞い酒、日本遺産の PR など 

 

■映像コンテンツの配信について 

 再現の様子は「樽廻船と下り酒」の情報発信として、今後セミナー等で活用するとともに、YouTube

で配信をいたします。 

 

■新型コロナウイルス感染症対策について 

イベント開催にあたり、手指消毒やマスク着用などをはじめ、屋外で密にならないよう注意しつ

つ実施します。ご来場される方におかれましても、手指消毒やマスク着用、感染拡大防止の対応に

ついてご協力をお願いします。また、風邪症状、体調不良、発熱、咳などの症状がある方は、ご来

場をお控えくださいますようお願いします。 



なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況や天候等により、日程・内容の変更が生じる場合があ

りますので、事業主体にお問い合わせください。 

 

２．「樽廻船による下り酒のストーリー再現」に関するお問い合わせ(事業主体) 

■主  催：阪神間日本遺産推進協議会 

（本イベントの問い合わせ先）神戸市経済観光局ファッション産業課 

所在地：〒651-0087 神戸市中央区御幸通 6-1-12 

E-mail：fashion@office.city.kobe.lg.jp 

 

■出発式・到着式当日の取材について 

・出発式・到着式の取材を希望される場合は、出発式は 22 日（月曜）まで、到着式は 26 日（金

曜）までに別紙「取材申込書」をご提出ください。 

 

３．『「伊丹諸白」と「灘の生一本」下り酒が生んだ銘醸地、伊丹と灘五郷』について 

『「伊丹諸白」と「灘の生一本」下り酒が生んだ銘醸地、伊丹と灘五郷』は、神戸市、尼崎市、西宮

市、芦屋市、伊丹市（幹事市）の５市が申請を行い、令和２年度の日本遺産に認定されました。 

■日本遺産とは 

文化庁が地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産（Japan 

Heritage）」として認定し、ストーリーを語る上で不可欠な魅力ある有形・無形の様々な文化財群を

総合的に活用する取組を支援するものです。 

 

■ストーリーの概要： 

江戸時代、伊丹・西宮・灘の酒造家たちは、優れた技術、良質な米と水、酒輸送専用の樽廻船によっ

て、「下り酒」と称賛された上質の酒を江戸へ届け、清酒のスタンダードを築きました。 

酒造家たちの技術革新への情熱は、伝統ある酒蔵としての矜持と進取の気風を生み、「阪神間」の文

化を育みました。 

六甲山の風土と人に恵まれたこの地では、水を守り米を育てる人々、祭りに集う人々、酒の香漂う酒

造地帯を訪れ、蔵開きを楽しむ人々が共にあり、400 年の伝統と革新の清酒が造られています。 
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別紙 

 

日本遺産『「伊丹諸白」と「灘の生一本」下り酒が生んだ 銘醸地、 伊丹と灘五郷』 

樽廻船による下り酒のストーリー再現を実施 

取材申込書 
 

■ 取材を希望される方は、下欄にご記入のうえ、本票を出発式については11月22日（月）、到

着式については11月26日（金）の各日17：00までにFAXで神戸市 経済観光局 ファッション

産業課 担当者宛てご送付ください。 

当日は、名刺を提示し、腕章を着用してください。 

【返信先】 FAX：０７８-９８４-０３３９ 

 

所属（社名）  

実施日 
□ 11月23日（火･祝） 

神戸出発式 

□ 11月28日（日） 

東京到着式 

来られる方全員

の人数 
人 人 

内訳 

(※１) 

カメラ
クルー 

人 

(スチール    台、ムービー   台) 

人 

(スチール    台、ムービー   台) 

記者 人 人 

技術 人 人 

連絡先 

(※２) 

ご担当者
氏名 

  

緊急 
連絡先   

（※１）内訳が未定の場合は空欄で構いません。 

（※２）当日急な変更等が発生した場合、当方からの連絡を希望される方は、連絡先を御記入ください。 

 

・以下、新型コロナウイルス感染症対策のため、ご協力をお願いいたします。 

ⅰ）37.5度以上の発熱のある方、体調が優れない方のご取材はお断りいたします。 

ⅱ）マスク着用にご協力ください。 

ⅲ）報道関係者同士の安全な距離の確保をお願いします。 

ⅳ）万が一、感染者が発生した場合は、速やかにご連絡を差し上げるとともに、連携する関係先へ情

報提供を行う場合がありますので予めご了承ください。  

 

経済観光局ファッション産業課 

078-984-0349 


